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(1)18世紀 ヨーロッパにおける 「文芸通信」

「文芸通信」という語は, 一般的には,「文学的

内容を含んだ書簡集, あるいは作家 ・文学者の間

で交わされる書簡集」 を指すものとして用いられ

る。 しかし18世紀 ヨーロッパにおける「文芸通信」

と言った場合には, より具体的なものが想定され

ることになる。すなわち, ヨーロッパ各地の啓蒙

君主に, フランスの文化や思想を伝えるために執

筆 された文書が 「文芸通信」の名で呼ばれるので

ある。

(2)グリムの 『文芸通信』

 こういった18世紀の 「文芸通信」の中でも, 当

時から今 日に至るまで, 最 もよく知られてきてい

るのがグリム Friedrich Melchior Grimm の 『文芸通

信』である。元々レナル神父によって開始され, 

その6年 後の1753年 にグリムを主幹として新たに

出発 したこの文芸誌は, 北 ヨーロッパ各地に定期

購読者を得ながら発展, 1813年 まで存続すること

となる(た だ し, 1773年3月 からは, グリムに代

わってマイスターが主幹を務めている)。

 2週 間に1回(後 に月1回)発 行された 『文芸

通信』には, 文芸評論, 舞台評, 旅行記, 文芸界

のニュースなどが盛 り込まれている。その中でと

りわけ注目すべ きは, こういった記事の中に, 舞

踊に関する記事が少なからず含まれているという

点である。それは, 当時の 「文芸共和国」にあっ

て, 舞踊 もまた人々の尽きせぬ興味の対象 となり

得ていたことを如実に示すものである。

(3)『舞踊 とバ レエについての手紙』

 ところで,『文芸通信』 とちょうど同じ時期に

振付家 ・舞踊理論家として活動 を展開していたノ

ヴェールも, 数回にわたってその誌上に登場 して

いる。

 ノヴェールに関する最初の記事は, 1761年8月
15日号に現れる。これは, 1759年末にリヨンとシュ

トゥットガル トで出版 された 『舞踊 とバ レについ

ての手紙』(以 下 『手紙』と略記)に 関する書評

である。

 この記事は(1)『手紙』の全般的評価, (2)『手

紙』の要約, (3)グリムの 「舞踊劇」観, の3つ の

柱から構成されているが, ここでは特に(1)と(3)

について確認 してお きたい。

全般的評価

この記事 におけるグリムの論調は, 基本的に, 

『手紙』に対 して好意的なもの となっている。特

に, グリムがカユザックの著作 とノヴェールのそ

れとを比較しつつ, 後者をより優れたものとして

評価 している点は興味深い。(「この著作[『手紙』]

は …1754年 に出版 され, それなりの成功を収め

たカユザック氏の 『舞踊概論』よりも, あらゆる

点において優っています。」)

グリムの 「舞踊劇」観

ただ し, 同じ記事の中に,『手紙』の中には無

い議論が加えられている点にも注意 しておく必要

がある。すなわち,「『手紙』を補完する」 と称 し

て, グリムは, 舞踊作品の構成に関する次のよう

な議論を展開しているのである(以 下要約)。

 例えば, オペラにおいて最初から最後 まで歌ば
かりが続けば, それは耐えがたいものとなる。従っ

て, オペ ラのア リア とアリアの問には, レチタ

ティーヴォをはさまなければならない。これと同

様に, 舞踊劇においてもレチタティーヴォとアリ

アの区別は重要である。ところで, 舞踊における

レチタティーヴォとアリアとは何か。それは 「歩

き」(た だしそれは通常の歩行 とは異なり, より

律動的なものである)と 「舞踊」である。舞踊劇

のあるべ き姿 とは,「歩き」の要所要所 (=情 念

が高まった時点)に 「舞踊」が挿入されたもので

ある。

(4)ノヴェールに関するその他の記事

その他,『 文芸通信』には, ノヴェールの舞踊

作品に関する記事がい くつか見出される。これら

は, 1776年 から1780年 にかけて書かれたもので, 

ノヴェールのパリ時代(1776～1781)の 振付家 と

しての活動を伝える貴重な資料の一つとなってい

る。

(5)『文芸通信』とノヴェール

 1761年 から1780年 にかけて,『文芸通信』はド

イッ各地, スウェーデン, ロシアの君主をその定

期購読者としていたことが知 られている。つまり, 

『文芸通信』は, ヨーロ ッパ の有力者たちへ の

「情報発信源」 として機能 していたわけである。

とするならば, ここにノヴェールに関する記事が

含まれているという事実を, 我々は軽視するわけ

にはいかないだろう。ノヴェールの名がヨーロッ

パ中に知られるようになったその事実の背後に, 

『文芸通信』 という存在 もあったことを, 我々は

忘れてはならないのではあるまいか。
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